
C  －3　 フ ランスの服 装造形 に見る美意識について

一中世 ゴティックを 中心として一

大分大教育　　 釘宮　久美

1.　激し く流動ナ る歴史 の中で，服装造形 の変貌 もめ

まぐるしい。しかし，そ れが生活 を内在 する肉体とのか

かわ りにおいて存在 する限 恥 ある秩序 が要求 されねば

ならない。 フラン スのコ スチ ュームは，歴史的各時代 に

おいてフォルムの変化こそあれ，感覚的 に断絶 がな く，

独 自な個性 があると同時 に，不易 な秩序 があ る。そ の個

性は何 か，その秩 序は何か，そ れは何 によって培 かわれ

たものであろ うか興味ある問題であった。

2.　1967 年 ６月 より1 年 間， パリで暮 し， フラン ス

の風土 に，直接接し た経験 をもとに， その折コレクショ

ンした文献資料を参 考にし て，そ の美 意識を，風土的，

歴史的に考察したも のであ る。

3.　フ ラン スの服装造形は，そ の民族 の曇t生を， 中世

ゴティ ツク期に発芽し始 め,  18 世紀 ロココ期 に完 成し，

今尚感准

今回は，ゴデ ィツク期を 中心とし て，資 料を観 察し た。

この期の服装造形は，神 への信仰 による敬虔 の情 と， 人

間性の肯定に よる豊暁な心 とが， 生活現 実の中で， 素朴

に調和しながら自然なフ ォル ムを創造し たも のと考え ら

れる。


